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茨城県病院薬剤師卒後研修プログラムガイドライン新旧対照表 

改定案（第 2 版） 現行（第 1 版） 

（略） 

第 3 章 茨城県病院薬剤師卒後研修プログラムガイドラインにおける研修項

目 

１～２ 目的、研修期間 

（略） 

３ 研修プログラム責任者の設置 

  勤務病院の研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実

施の管理、並びに研修者に対する助言、指導その他の援助を行う。   

当該責任者は薬剤部⾧等、研修者がプログラムを完遂できるよう、責任

を持って役割を遂行出来るものを設置する。 

４ 指導環境・指導体制 

勤務病院及び協力病院において、研修者を評価し指導する指導薬剤師は、

日病薬病院薬学認定薬剤師等を取得している者または研修プログラム開

始から４年以内に、日病薬病院薬学認定薬剤師等を取得する者であり、

当該病院で複数年以上の勤務歴があること。 

また、研修プログラムには勤務病院での「指導薬剤師の取得または取

得見込みの専門・認定薬剤師」及び「人数」を記載すること。 

研修プログラムは⾧期に渡る場合もあるので、勤務病院及び協力病院、 

協力施設は研修者のケアに努めること。 

５ 到達目標の評価等 

指導薬剤師は研修者の資質の向上の確認のために、プログラム到達具合

を評価するための「到達度記録・評価シート」を＊臨床研修ガイドライン

（略） 

第 3 章 茨城県病院薬剤師卒後研修プログラムガイドラインにおける研修項

目 

１～２ 目的、研修期間 

（略） 

※「３ 到達目標の評価等」を「４ 指導環境・指導体制」の後に挿入し 

「３ 研修プログラム責任者の設置」を新設 

 

 

 

４  指導環境・指導体制 

勤務病院及び協力病院において、研修者を評価し指導する指導薬剤師は、

日病薬病院薬学認定薬剤師等を取得している者または研修プログラム開

始から４年以内に、日病薬病院薬学認定薬剤師等を取得する者であるこ

と。 

また、研修プログラムには勤務病院での「指導薬剤師の取得または取得

見込みの専門・認定薬剤師」を記載すること。 

研修プログラムは⾧期に渡る場合もあるので、勤務病院及び協力病院、

協力施設は研修者のケアに努めること。 

３ 到達目標の評価等 

指導薬剤師は研修者の資質の向上の確認のために、プログラム達成具合

を評価すること。 
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別添 到達度記録・評価シートを参考にし、作成すること。 

当該シートに指導薬剤師及び研修者が記入し、それらを用いて研修プロ

グラムの進捗を確認し、指導薬剤師の評価や具体的なアドバイスを研修者

に提供すること。評価時期については、定期的な評価を実施するために、

適切な期間を設定すること。 

 ＊本ガイドライン P52 に参考資料として掲載 

６ 研修項目 

（略） 

 

第４章  病院薬剤師卒後研修プログラムの見本 

［作成例１］【想定：中小病院（連携先：基幹病院）】 糖尿病薬物療法認定

薬剤師取得モデル 修学資金貸与事業参加病院（研修プログラム９年間） 

〈研修プログラム概要版〉 

１～２ プログラムの名称、プログラムの目的と特色 

（略） 

３ 研修プログラム責任者の設置 

 ○○病院薬剤部⾧が研修プログラムの責任者となる。 

研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実施の管理、

並びに研修者に対する助言、指導その他の援助を行う。 

 

 

 

 

 

  

作成にあたっては、薬剤師卒後研修プログラム自己評価票を参考に、到

達度を設定することも考えられる。 

評価する方法については臨床研修ガイドライン第３章「到達目標の評価」

等を参照すること。 

 

５ 研修項目 

（略） 

 

第４章  病院薬剤師卒後研修プログラムの見本 

［作成例１］【想定：中小病院（連携先：基幹病院）】 糖尿病薬物療法認定

薬剤師取得モデル 修学資金貸与事業参加病院（研修プログラム９年間） 

〈研修プログラム概要版〉 

１～２ プログラムの名称、プログラムの目的と特色 

（略） 

（新設） 
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４  就労環境 

５～６ 指導体制、プログラムの計画 

（略） 

〈研修プログラム〉 

１ 病院の概要 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師（2 名） 

糖尿病薬物療法認定薬剤師（1 名） 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師（4 名） 

＊糖尿病薬物療法認定薬剤師（1 名） 

２ プログラム責任者の設置 

○○病院薬剤部⾧が研修プログラムの責任者となる。 

研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実施の管理、並

びに研修者に対する助言、指導その他の援助を行う。 

３ 研修プログラムの到達目標 

  （略） 

４ 到達目標の評価等 

指導薬剤師は研修者の資質の向上の確認のために、プログラム到達具合

を評価するための「到達度記録・評価シート」等に指導薬剤師及び研修者

（４）勤務病院で指導薬剤師が取

得している専門・認定薬剤師の資

格 

日病薬病院薬学認定薬剤師（2 名） 

糖尿病薬物療法認定薬剤師（1 名） 

（５）取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師（4 名） 

＊糖尿病薬物療法認定薬剤師（1 名） 

３ 就労環境 

４～５ 指導体制、プログラムの計画 

（略） 

〈研修プログラム〉 

１病院の概要 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師 

 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師 

＊糖尿病薬物療法認定薬剤師 

（新設） 

 

 

 

２ 研修プログラムの到達目標 

 （略） 

（新設） 

 

 

（４）勤務病院で指導薬剤師が取

得している専門・認定薬剤師の資

格 

日病薬病院薬学認定薬剤師 

（５）取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師 

＊糖尿病薬物療法認定薬剤師 
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が記入し、3 カ月に 1 度、研修プログラムの進捗を確認し、指導薬剤師の 

評価や具体的なアドバイスを研修者に提供する。 

  なお、指導薬剤師は臨床経験が５年以上、薬学生又は薬剤師の指導歴が

２年以上かつ日病薬病院薬学認定薬剤師の認定を受けた者とする。 

５ 研修プログラム 

  （略） 

［作成例２］【想定：小規模病院（連携先：基幹病院）】 

感染制御認定薬剤師認定取得、がん化学療法研修モデル 

修学資金貸与事業参加病院（研修プログラム９年間） 

〈研修プログラム概要版〉 

１～２ プログラムの名称、プログラムの目的と特色 

    (略） 

３ 研修プログラム責任者の設置 

 ◆◆病院薬剤部⾧が研修プログラムの責任者となる。 
研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実施の管理、

並びに研修者に対する助言、指導その他の援助を行う。 

４ 就労環境 

５～６ 指導体制、プログラムの計画 

（略） 

（４）勤務病院で指導薬剤師が取

得している専門・認定薬剤師の資

格 

日病薬病院薬学認定薬剤師（2 名） 

感染制御認定薬剤師（2 名） 

（５）取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師（4 名） 

＊感染制御認定薬剤師(2 名） 

 

 

 

 

３ 研修プログラム 

  （略） 

［作成例２］【想定：小規模病院（連携先：基幹病院）】 

感染制御認定薬剤師認定取得、がん化学療法研修モデル 

修学資金貸与事業参加病院（研修プログラム９年間） 

〈研修プログラム概要版〉 

１～２ プログラムの名称、プログラムの目的と特色 

（略） 

（新設） 

 

 

 

３ 就労環境 

４～５ 指導体制、プログラムの計画 

（略） 

（４）勤務病院で指導薬剤師が取

得している専門・認定薬剤師の資

格 

日病薬病院薬学認定薬剤師 

（５）取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師 

＊感染制御認定薬剤師 



5 

 

〈研修プログラム〉 

１ 病院の概要 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師（2 名） 

感染制御認定薬剤師（2 名） 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師(4 名) 

＊感染制御認定薬剤師（2 名） 

２ プログラム責任者の設置 

◆◆病院薬剤部⾧が研修プログラムの責任者となる。 

研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実施の管理、並

びに研修者に対する助言、指導その他の援助を行う。 

３ 研修プログラムの到達目標 

（略） 

４ 到達目標の評価等 

指導薬剤師は研修者の資質の向上の確認のために、プログラム到達具合

を評価するための「到達度記録・評価シート」等に指導薬剤師及び研修者

が記入し、3 カ月に 1 度、研修プログラムの進捗を確認し、指導薬剤師の

評価や具体的なアドバイスを研修者に提供する。 

なお、指導薬剤師は臨床経験が５年以上、薬学生又は薬剤師の指導歴が

２年以上かつ日病薬病院薬学認定薬剤師の認定を受けた者とする。 

５ 研修プログラム 

  （略） 

 

 

 

〈研修プログラム〉 

１ 病院の概要 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師 

感染制御認定薬剤師 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師 

＊感染制御認定薬剤師 

（新規） 

 

 

 

２ 研修プログラムの到達目標 

  （略） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

３ 研修プログラム 

  （略） 
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［作成例３］【想定：中規模病院（研修先：基幹病院）】がん専門薬剤師取得

モデル修学資金貸与事業参加病院（研修プログラム９年間） 

〈研修プログラム概要版〉 

１～２ プログラムの名称、プログラムの目的と特色 

（略） 

３ 研修プログラム責任者の設置 

 □□病院薬剤部⾧が研修プログラムの責任者となる。 

研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実施の管理、

並びに研修者に対する助言、指導その他の援助を行う。 

４ 就労環境 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師（4 名） 

感染制御認定薬剤師（2 名） 

がん専門薬剤師（１名） 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師（8 名） 

★感染制御認定薬剤師(4 名) 

＊がん専門薬剤師（2 名） 

５～６ 指導体制、プログラムの計画 

（略） 

 

 

 

 

 

 

［作成例３］【想定：中規模病院（研修先：基幹病院）】がん専門薬剤師取得

モデル修学資金貸与事業参加病院（研修プログラム９年間） 

〈研修プログラム概要版〉 

１～２ プログラムの名称、プログラムの目的と特色 

（略） 

（新設） 

 

 

 

４ 就労環境 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師 

感染制御認定薬剤師 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師 

★感染制御認定薬剤師 

＊がん専門薬剤師 

 

５～６ 指導体制、プログラムの計画 

（略） 
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〈研修プログラム〉 

１ 病院の概要 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師（4 名） 

感染制御認定薬剤師（2 名） 

がん専門薬剤師（１名） 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師（8 名） 

★感染制御認定薬剤師(4 名) 

＊がん専門薬剤師（2 名） 

２ プログラム責任者の設置 

□□病院薬剤部⾧が研修プログラムの責任者となる。 

研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実施の管理、並

びに研修者に対する助言、指導その他の援助を行う。 

３ 研修プログラムの到達目標 

（略） 

４ 到達目標の評価等 

指導薬剤師は研修者の資質の向上の確認のために、プログラム到達具合

を評価するための「到達度記録・評価シート」等に指導薬剤師及び研修者

が記入し、3 カ月に 1 度、研修プログラムの進捗を確認し、指導薬剤師の

評価や具体的なアドバイスを研修者に提供する。 

なお、指導薬剤師は臨床経験が５年以上、薬学生又は薬剤師の指導歴が

２年以上かつ日病薬病院薬学認定薬剤師の認定を受けた者とする。 

５ 研修プログラム 

（略） 

参考資料  

〈研修プログラム〉 

１ 病院の概要 

勤務病院での指導薬剤師が取得し

ている専門・認定薬剤師 

日病薬病院薬学認定薬剤師 

感染制御認定薬剤師 

取得可能専門・認定薬剤師 

★勤務病院 ＊協力病院 

★日病薬病院薬学認定薬剤師 

★感染制御認定薬剤師 

＊がん専門薬剤師 

 

（新規） 

 

 

 

３ 研修プログラムの到達目標 

（略） 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

５ 研修プログラム 

（略） 

参考資料  
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専門・認定資格とはどのようなものを取れるの？ 

（略） 

薬剤師臨床研修ガイドライン 別添 到達度記録・評価シート 

専門・認定資格とはどのようなものを取れるの？ 

（略） 

 （新設） 

 


